
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講師プロフィール】 

林 恭子（はやしきょうこ）氏 

高校２年で不登校、その後 30 代まで継続的にひきこもる。 

信頼できる精神科医や同じような経験をした仲間達と出会い少しずつ自分を取り戻す 

2012 年から、「自分たちのことは自分たちで伝えよう」と “当事者発信” を開始し、 

イベント開催や講演、研修会の講師などの当事者活動をしている。 

東京都ひきこもりに係る支援協議会委員／就職氷河期世代支援の推進に向けた 

全国プラットフォーム議員／厚生労働省「ひきこもり地域支援センター職員等への人材育成研修事業」委員等。 

著書に『ひきこもりの真実―就労より自立より大切なこと』（ちくま新書） 

『「ひきこもり」の 30 年を振り返る』（岩波ブックレット）他。 

日ごろの親子関係を見直す機会にしませんか 

日時：令和 5年 12 月 21 日(木) 13:00～15:00 

会場：ひらつか市民活動センター A・B 会議室（2階） 

 

対象：ひきこもりの子を持つ親、および関心のある方 

 

講師：林 恭子氏 

(一般社団法人ひきこもり UX 会議代表理事) 

定員：50名 

参加費：200 円 

神奈川県立青少年センター「令和 5年度ひきこもり等地域理解促進事業」 

ひきこもり 家族にできること 

～ひきこもり経験者の立場から～ 

【講演会】 

主催：すばる（親の会）・居場所かたつむり  共催：神奈川県立青少年センター 



 

会場案内 

゙

ひらつか市民活動センター
〒254-0045 平塚市見附町 1-8 


